
大学名 北海道大学

表題 大学院生による地域課題解決「共同研究型インターンシップ」

第72号 特集テーマ「データ人材の育成」

北海道大学

DXアドバイザー 行政機関

・参加企業の募集
・会員団体や会員企業に対する周知・展開

課題解決DX
人材コンソーシアム

・参加学生の募集
・参加企業との派遣調整
・研究成果のとりまとめ
・企業との守秘義務に係る契約
・派遣に係る費用負担

・学生に対する基礎的なDX教育
・課題解決のアドバイス

・デジタル人材育成協議会での情報共有
・事業成果の周知・展開
・参加企業に向けた各種補助事業等の紹介

大学院生
・生データを活用した分析
・企業発展に向けた課題の把握
・DX推進に貢献した経験実績

道内企業・地方自治体
・保有するデータの分析により課題の把握
・データ解析により新たな成長戦略の創出
・ DXの推進による業務改善、新たなビジネス
展開、その他

共同研究型
インターンシップ

共同研究型インターシップの
共通プログラムの作成／
研究結果の検証、公表

道内経済団体

DXアドバイザー
による事前教育

受入企業／自治体に
派遣・現地視察

成果／提案発表

期待できる成果

取組の様子

特色ある取組
近年、社会のさまざまな場面における課題解決

では、DXの重要性が指摘されているものの、実

際にDXを活用して課題解決できる人材は限られ、

特に、北海道のような地方においてはDXの知識

を有する若手人材が少ない。一方、大学におい

ては文理を問わずデータサイエンス教育を実施

しているが、その知識を用いて実践的な課題解

決を体験する機会はない。そこで、「課題解決

DX人材コンソーシアム」では、日頃の研究活動

でジェネリックスキルとしての高い課題解決能力

を有する大学院生が、データ解析の専門家であ

るDXアドバイザーからDX教育を受け、北海道地

域の受入企業や自治体に「共同研究型インター

ンシップ」として派遣され、それぞれの課題解決

に取り組む。

参考ＵＲＬ

https://phdiscover.jp/project/internship/
・課題解決DX人材コンソーシアム

インターンとして派遣された大学院生は、実社会での課題解

決にDXを活用して取り組むことにより、DXによる実践的な課

題解決を体験でき、自らの課題解決能力の向上とその応用、

さらにはより広いキャリアパスへの気づきにつながる。一方、

受入企業や自治体は課題解決におけるDXの効果を実感し、

課題解決に向けての更なるDXの利用につながる。
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